
ネイチャーポジティブ実現のための生物多様性保全総合指数BCCIの開発: 

基盤情報整理と情報収集体制の構築

１．ネイチャーポジティブ社会実現へのグローバルトレンドと地域での実装の困難

２．ステークホルダーが共通言語にできる生物多様性保全総合指数（Biodiversity Conservation Composite Index）を目指して

● 地域金融の視点

● 経済活動への統合要件を検討

● BCCIを用いた融資・評価の枠組みを考察

● 地域課題解決の視点

● 実証フィールドを提供

● 事業評価指標としての実効性を検討

● 生物多様性科学の視点

● 環境DNA分析を実施

● BCCIのアルゴリズムとフレームワーク開発

3組織の特性を生かした共同開発：経済・社会で実際に使える指標とは?

実務の現場でのネイチャーポジティブ実装のジレン
マを解消するための指標要件の確定と、柔軟に運用
可能、かつ、科学的に正しいBCCIの設計開発
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３．客観的データである生物多様性観測データをBCCIに翻訳・数値化（琵琶湖全体の環境DNA分析データを活用した事例）

４．BCCIのネイチャーポジティブ指標としての独自性と強み

現在までに提案されているほかの指標とは異なり、地域固有の環境DNAデータという実測データを基盤とし、ローカルな文脈に合わせてカスタマ

イズ可能である。地域の特殊性・固有性を反映しつつ、地域金融・NPOが実務で使うことを想定した要件として考慮した設計思想に強みがある。


